
医療技術・サービス拠点化促進事業 

最終報告会 

～配布資料～ 

日時 
2018年3月8日（木）10:30～16:10 

 

会場 
ベルサール八重洲 3階 

経済産業省 平成29年度 医療技術・サービス拠点化促進事業 





• 各発表の概要が本資料のP.3以降に掲載されています。
• 各会場の出⼊りは⾃由です。
• 報告終了後、ホワイエで質問を受付けします。
※ プログラムは変更の可能性があります。

本日のプログラム
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プレゼンテーション ネットワーキング・質問

デスクA デスクB デスクC デスクD デスクE デスクF MEJデスク

10:20

10:25

10:30

10:35

10:40 10：40～11：00　（M-1） 10：40～11：00　（O-1）

10:45 Medical Excellence JAPAN 富士フイルム 株式会社

10:50 「ＭＥＪのインバウンド事業推進 「インドネシアにおける”地域完結型”遠隔診断モデル

10:55 （フォーラム、JIH、AMTAC）」 構築プロジェクト」（インドネシア）

11:00 11：00～11：20　（M-2） 11：00～11：20　（O-2） 11：00～11：30

11:05 Medical Excellence JAPAN 株式会社インテグリティ・ヘルスケア O-1

11:10 「医療渡航についての認知度向上に向けたﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの実施（展示会）」 「中国における日本式オンライン問診・診療普及促進 富士フイルム （株）

11:15 「外国人患者受入れに関するノウハウ普及等に向けた事業（セミナー）」 プロジェクト」（中国） （インドネシア）

11:20 11：20～11：40　（M-3） 11：20～11：40　（O-3） 11：20～11：50 11：20～11：40

11:25 Medical Excellence JAPAN 株式会社メディヴァ O-2 MEJ

11:30 「重点国でのネットワーク構築の推進 「サウジアラビア女性健康増進事業整備促進 インバウンド

11:35 （官民ミッション）」 プロジェクト」（サウジアラビア） 中心

11:40 （中国） 11：40～12：10 11：40～12：00

11:45 O-3 MEJ

11:50 11：50～12：10　（B-1） 11：50～12：10　（O-4） アウトバウンド

11:55 経済産業省 株式会社メディヴァ 中心

12:00 「外国人患者の医療渡航促進に向けた 「ビンズン省新都市における地域ヘルスケア振興 （サウジアラビア）

12:05 医療コーディネート事業者のあり方等に関する研究会」 プロジェクト」（ベトナム）

12:10 12：10～12：30　　（B-2） 12：10～12：30　　（I-1） 12：10～12：40

12:15 経済産業省 ViewSend ICT株式会社 O-4

12:20 「医療機器の国際展開に関する研究会」 「日中間遠隔医療を行うための中国医療ICT

12:25 「海外における日本医療拠点の構築に向けた研究会」 人材育成拠点構築実証事業」（中国）

12:30 12：30～12：50　（B-3） 12：30～12：50　（I-2） （ベトナム） 12：30～13：00

12:35 株式会社ボストン・コンサルティング・グループ 医療法人鉄蕉会 I-1

12:40 「海外の医療事情・事業環境に関する情報整備」 「日中遠隔医療ネットワーク構築および訪日受診促進

12:45 プロジェクト」（中国）

12:50 （中国） 12：50～13：20

12:55 I-2

13:00 医療法人鉄蕉会

13:05 （中国）

13:10

13:15

13:20

13:25

13:30

13:35

13:40

13:45

13:50

13:55

14:00 14：00～14：20　（G-1） 14：00～14：20　（K-1）

14:05 厚生労働省 株式会社 さくらコミュニティサービス

14:10 「厚労省の事業について」 「ミャンマーにおける日本の訪問介護・看護サービスの

14:15 拠点化創出プロジェクト」（ミャンマー）

14:20 14：20～14：40　（G-2） 14：20～14：40　（K-2） 14：20～14：50

14:25 国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 株式会社ニチイ学館 K-1

14:30 「NCGMの事業について」 「中国における介護普及に向けた基盤構築推進のための

14:35 介護啓蒙及び人材養成普及事業」（中国）

14:40 14：40～15：00　（G-3） 14：40～15：00　（K-3） （ミャンマー） 14：40～15：10

14:45 独立行政法人 国際協力機構 特定非営利活動法人ヘルスケア・デザイン・ネットワーク K-2

14:50 「ＪＩＣＡの事業について」 「上海介護拠点促進プロジェクト」（中国） （株）ニチイ学館

14:55 （中国）

15:00 15：00～15：30

15:05 K-3

15:10 15：10～15：30　（G-4） 15：10～15：30　（O-5）

15:15 独立行政法人　日本貿易振興機構 メディカルツーリズム・ジャパン株式会社

15:20 「JETROの事業について」 「ロシアにおける日本式総合リハビリテーションセンター （中国）

15:25 開設プロジェクト」（ロシア）

15:30 15：30～15：50　（O-6） 15：30～16：00

15:35 グリーンホスピタルサプライ 株式会社 O-5

15:40 「ミャンマーにおける日本式透析センターのフランチャイズ

15:45 モデルによる普及促進プロジェクト」（ミャンマー）

15:50 15：50～16：10　（O-7） （ロシア） 15：50～16：20

15:55 グリーンホスピタルサプライ 株式会社 O-6

16:00 「バングラデシュ災害対策及び地域救急

16:05 拠点化プロジェクト」（バングラデシュ）

16:10 （ミャンマー） 16：10～16：40

16:15 O-7

16:20

16:25

16:30 （バングラデシュ）

16:35

16:40

10：30～10：40
開会挨拶（経済産業省、ＭＥＪ)

休憩　（10分）

休憩　（10分）

M
E
J
デ
ス
ク

（株）インテグリティ
・ヘルスケア

休憩　（10分）

（株）メディヴァ

（株）メディヴァ

ViewSend ICT（株）

（株）さくらコミュニ
ティサービス

休憩　（10分）

ヘルスケア・デザイ
ン・ネットワーク

メディカルツーリズ
ム･ジャパン（株）

グリーンホスピタル
サプライ（株）

グリーンホスピタル
サプライ（株）

中会場
ホワイエ

大会場時間

場所

12：50 ～ 14：00

昼休憩



会場のご案内 

医療拠点化促進実証調査事業の 
コンソーシアムは、プレゼンテーション後30分間 
ホワイエにて待機しています。 
質問等ある方は、ぜひお立ち寄りください。 

MEJの事業紹介（入会案内等）の 
窓口を開設しています。 
お気軽にお声掛け下さい。 

会場内での撮影・録音はご遠慮ください。 

ロビーでは飲食できません。会場内でお召し上がりください。 

プレゼンテーションは２会場に分かれて行います。 
会場間の移動は自由ですが、プレゼンテーション中の移動は 
ご遠慮ください。 

 

大会場、中会場以外の部屋には立ち入りできません。 

大会場 

中会場 

受 
付 
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研究会設置の趣旨

医療インバウンド促進の背景

① 海外からの訪⽇者は増加しており、その中には
少なからず世界に冠たる⽇本の⾼度な医療を
求めている⽅がいる。これらの患者に対し、⾼度
な医療を提供することは、国際貢献に資する。

② 地域医療における医療提供の確保を前提に、
こうした医療渡航者を受け⼊れることは、⽇本
の医療機関にとっても医療資源の稼働率を
向上させ、より⾼度な医療機器・サービスを導
⼊する契機となり得る。
また、医療渡航者による⽇本の医療の経験は、

海外に⽇本の医療を展開するアウトバウンドの
取組にも資する。

③ その結果、我が国の患者に、将来にわたり⾼度
な医療サービスを提供することに資する。

医療インバウンドの促進に向けた考え⽅

海外に
おける

環境変化

国内に
おける

環境変化

 国内外における環境変化を受け、⽇本における医療インバウンドの必要性が⾼まってお
り、その促進を⾏うために有識者を交えて意⾒交換を開催

経済成⻑に伴い、新興国において
も、⾼齢化が進展し、がん・⽣活
習慣病が増加。新興国が抱える
課題は先進国と共通のものに。

アジア地域では経済成⻑も著しく、
2050年には世界のGDPの50％
超を占めると予測。

2030年の総⼈⼝は2015年⽐
7%減少する⼀⽅、⽼年⼈⼝割
合は増加する⾒通し。

都市部の減少率は⼩幅だが、地
⽅では最⼤19%減少する可能性。

Source: ADB, "Asia 2050 – Realizing the Asian Century";⽇本経済団体連合会「グローバルJAPAN」を基にNRI作成資料より抜粋、
総務省統計局"⽇本の統計2017";国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所"⽇本の地域別将来推計⼈⼝（平成25年3⽉推計）

Ｂ-１

11

現状の実態把握
コーディネート事業者の

質と量向上 プロモーションの強化課題

概要/現状

現場の声

⽇本へ医療渡航する外国⼈患
者の実態把握が不⼗分

⽇本の医療⽔準やインバウンド
医療で治療が受けられることに
関する認知度が低い

適切な医療渡航⽀援に当たり、
医療の専⾨知識は必要か

1 2 3

“ 外国⼈患者の医療渡航
に関するデータがないため、ど
の国からどれ程の患者が渡
航しており、どの疾患のどの治
療にニーズがあるのか分から
ないため、対応策を⼗分に
検討できない"

" 外国の患者や医療関係
者において、⽇本の医療
機関の医療⽔準に関する
認知度が低く、情報ソース
も限られているため、そもそ
も医療渡航の検討対象
国に上がらないことが多い"

“ 医療の専⾨知識がなけれ
ば、メディカルデータや画像診
断の結果を適切に事前に取
得することが出来ず、⼊国後
に再検査をしたり、最悪の場
合は治療が出来ない末期の
癌患者が来⽇することにつな
がるのではないか" 

 医療インバウンドの促進にあたり、国内医療機関や国内/海外コーディネート事業者への
ヒアリング調査等から特定された3つの課題認識に基づき、研究会を設置した。

研究会設置に⾄った課題認識
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研究会において委員からいただいた意⾒
 3回にわたり⾏った研究会では、委員から各課題に対し成果につながる意⾒をいただいた

プロモーションの強化

課題

現状の実態把握

AMTACに求
められる医療
の専⾨性

準認証の
考え⽅と要件

医療通訳の質
の確保と育成

いただいた意⾒

現状のAMTACの実態を踏まえれば認証基準として顧問医との連携
（受診者からの相談に備えた顧問契約等）を求めることが適当
• "基準があることで顧問医によるサポート体制が担保されている"

効果的なプロモーションのチャネル/内容を検討すべき

サービスの質が担保されるような制度設計が必要だが、⼀部要件に
関しては緩和すべき
"受⼊実績や医療機関からの推薦等が⾼いハードルになっている"

正式認証に引き上げるための暫定的な措置とし、3年以内に
AMTAC正式認証を取得しない場合は失効（毎年更新する）

医療通訳は現在公的認証制度がない
厚⽣労働科学研究や国際臨床医学会において認定制度を検証中

JIH/AMTAC経由の受⼊れ実績を把握すべき

コーディ
ネート事業
者の質と
量の向上

1

2

3

主な成果

認証要件としての顧問医は
緩和せず遵守

国際臨床医学会が2017年
末にパブリックコメントの受付
を実施、1⽉よりそれを集計
し通訳育成の内容を検討

第3回研究会で情報共有
• MEJによるJIHの受⼊

実態調査結果をご報告

パンフレットとプロモーション
ビデオを製作し、ビデオに関し
ては第３回研究会で上映

準AMTAC認証の認証要件
を検討

2-1

2-2

2-3

3

今後の⽅向性
 研究会を通して議論した内容を踏まえ、各課題に対し時間軸で分けて検討を⾏う

検討内容 今後の⽅向性

必要に応じ、⼀定の量と質が担保できた段階で、JIHに、AMTACを
取得したコーディネート事業者を選定/利⽤するよう努⼒義務の導⼊
を検討

プロモーションビデオを活⽤し⽇本のインバウンドの周知と、パンフレット
にて渡航プロセスの周知を⾏う

患者、JIHの利便性の観点から、AMTAC、準AMTACに対し、対応
可能サービス・地域などについて、表⽰するよう努⼒義務化

MEJがAMTAC/準AMTACに対して実施する研修の頻度や内容を
設計

• ベストプラクティスの共有 等

JIHを含め⾃由価格であることを踏まえ、まずはトラブルが⽣じていない
かMEJがJIHやAMTAC等から定期的に聴取する制度を導⼊。それ
を踏まえてMEJが研修等でAMTAC等にフィードバックすることを検討

認証組織であるMEJへの定期的な報告制度を通じて、JIH・
AMTACによる外国⼈患者の医療渡航受⼊れ状況を把握する
• 各医療機関が患者の情報を適切に取得するための⽅策をMEJ

が検討

準AMTAC認証の認証要件を検討
• 認証要件としての顧問医は緩和せず遵守

外国⼈患者受⼊の実態
把握

準AMTAC認証の考え⽅
と要件

研修/トレーニングの設計
と実施

コーディネート事業者の情
報周知⽅法

JIHがAMTACを選定す
るインセンティブ

AMTAC/準AMTACによ
る適正な料⾦設定

有効なプロモーション⼿法プロモーション
の強化

現状の実態
把握

コーディネート
事業者の質と

量の向上

当⾯の
課題

当⾯の
課題

中⻑期
的な
課題

当⾯の
課題

1

2

3
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注意事項 
 

名札はストラップの色で識別されています。 
 青色： 
 黄色： 
 白色： 

一般参加者 
コンソーシアム関係者 
事務局関係者等 

20 

大会場 

会場・運営に関するご質問は、腕章をしている事務局担当者まで 
お願いいたします。 

医療拠点化促進実証調査事業のコンソーシアムは、プレゼンテーシ 
ョン後30分間、ホワイエにて待機しています。 
ネットワーキングの場としてぜひお立ち寄りください。 

トイレ・自動販売機・喫煙室は、下図をご参照ください。 
 

 
 

 
 
 
 

中会場 

受 
付 

ホワイエ 

  MEJ 

  デスク 



ＭＥＭＯ

発表資料等の公開について

本配布資料は、ＭＥＪウェブサイト内
「医療国際化事業 最終報告会のご案内」にて公開予定です。

※ 無断転用は禁止です。

「平成29年度医療技術・サービス拠点化促進事業」の事業報告書は、

経済産業省ウェブサイト「ヘルスケア産業」ページにて公開予定です。

※医療の国際展開ページは現在リニューアル作業中であり、４月上旬を
目処に公開を予定しております。

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/index.html

 投影資料は会場限りの公開資料のため、写真撮影もご遠慮願います。
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ＭＥＭＯ 



本日はご来場ありがとうございました。 


